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恵
那
文
化
セ
ン
タ
ー
お
よ
び
各

地
区
公
民
館
で
は
、
平
成　

年
度

２０

前
期
市
民
講
座
の
受
講
生
を
募
集

し
ま
す
。
詳
し
く
は
、
次
号
折
り

込
み
予
定
の
「
恵
那
市
民
講
座
受

講
生
募
集
案
内
」
を
ご
覧
く
だ
さ

い
。

　

４
月
１
日
か
ら
は
、
文
化
セ
ン

タ
ー
や
各
地
区
公
民
館
で
も
配
布

し
ま
す
。

□
申
し
込
み　

４
月　

日�
―　

１９

３０

日�●
一
般
対
象
の
講
座　
　

日�
午

１９

前
９
時
―

●
子
ど
も
対
象
の
講
座　
　

日�
１９

午
後
１
時
―

※
申
し
込
み
時
間
が
、
前
回
と
異

な
り
ま
す
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ

い
。
平
成　

年
度
後
期
に
受
講
し

１９

た
講
座
の
再
受
講
を
希
望
さ
れ
る

方
は
、　

日�
か
ら
の
受
け
付
け

２４

に
な
り
ま
す

□
そ
の
他　

ウ
エ
ブ
サ
イ
ト
か
ら

の
申
し
込
み
可
。
た
だ
し
、　

日
２０

�
午
前
９
時
か
ら
の
受
け
付
け
に

な
り
ま
す
。
ま
た
、
ど
の
公
民
館

か
ら
で
も
申
し
込
め
ま
す
が
、
申

し
込
み
初
日
に
該
当
す
る
公
民
館

へ
並
ん
で
い
た
だ
い
た
方
を
最
優

先
し
ま
す
。
講
座
の
受
け
付
け
は

先
着
順
に
な
り
ま
す
の
で
、
ご
了

承
く
だ
さ
い
。

□
問
い
合
わ
せ　

恵
那
文
化
セ
ン

タ
ー�
２
５
―
５
１
２
１
お
よ
び

各
地
区
公
民
館

　

現
在
登
録
さ
れ
て
い
る
社
会
教

育
活
動
団
体
は
、
本
年
度
の
活
動

報
告
書
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

用
紙
は
恵
那
文
化
セ
ン
タ
ー
お
よ

び
各
地
区
公
民
館
に
あ
り
ま
す
。

□
提
出
期
限　

３
月　

日�
３０

□
提
出
場
所　

恵
那
文
化
セ
ン

タ
ー
、
各
地
区
公
民
館

□
問
い
合
わ
せ　

恵
那
文
化
セ
ン

タ
ー�
２
５
―
５
１
２
１
お
よ
び

各
地
区
公
民
館

視視視視視視視視視視
聴聴聴聴聴聴聴聴聴聴
覚覚覚覚覚覚覚覚覚覚
室室室室室室室室室室
のののののののののの
予予予予予予予予予予
約約約約約約約約約約
期期期期期期期期期期
間間間間間間間間間間
をををををををををを
変変変変変変変変変変
更更更更更更更更更更

視
聴
覚
室
の
予
約
期
間
を
変
更

　

恵
那
文
化
セ
ン
タ
ー
の
視
聴
覚

室
は
、
使
用
日
の
３
カ
月
前
か
ら

予
約
可
能
と
し
て
い
ま
し
た
が
、

４
月
か
ら
予
約
期
間
が
変
わ
り
ま

す
。
詳
し
く
は
、
恵
那
文
化
セ
ン

タ
ー
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

□
問
い
合
わ
せ　

恵
那
文
化
セ
ン

タ
ー�
２
５
―
５
１
２
１

　

中
山
道
大
井
宿
の
旧
家
を
復
元

改
修
し
た
市
の
文
化
財
、
古
山
家

住
宅
（
中
山
道
ひ
し
屋
資
料
館
）

で
、
旧
暦
に
合
わ
せ
て
桃
の
節
句

と
端
午
の
節
句
の
展
示
を
行
っ
て

い
ま
す
。
今
年
の
旧
ひ
な
祭
は
４

月
８
日
、
旧
端
午
は
６
月
８
日
で

す
。
市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
寄
贈
し

て
い
た
だ
い
た
内
裏
ひ
な
や
天

神
、
歌
舞
伎
の
登
場
人
物
、
歴
史

上
や
伝
説
上
の
人
物
な
ど
、
さ
ま

ざ
ま
な
土
人
形
、
昭
和　

年
代
か

３０

ら　

年
代
の
御
殿
飾
り
、
五
月
人

４０

形
な
ど
を
展
示
し
ま
す
。
子
ど
も

の
健
や
か
な
成
長
を
祈
っ
て
飾
ら

れ
た
人
形
た
ち
の
数
々
を
ぜ
ひ
、

ご
覧
く
だ
さ
い
。

□
と
き　

▽
ひ
な
祭
の
展
示
＝
４

月
８
日�
ま
で　

▽
端
午
の
展
示

＝
６
月
８
日�
ま
で

□
開
館
時
間　

午
前
９
時
―
午
後

５
時
（
入
館
は
４
時
半
ま
で
）

□
休
館
日　

月
曜
日
、
祝
日
の
翌
日

□
入
館
料　

大
人
２
０
０
円
、
小

中
高
生
１
０
０
円
（
団
体
割
引
、

中
山
道
広
重
美
術
館
と
の
共
通
券

な
ど
有
り
）

□
問
い
合

わ
せ　

文

化
課�
４

３
―
２
１

１
２
（
内

線

２

１

７
）

　

岩
村
城
藩
主
邸
跡
に
移
築
さ
れ

て
い
る
知
新
館
正
門
前
で
、
孔
子

を
ま
つ
る
伝
統
行
事
、
釈
奠
の
儀

を
行
い
ま
す
。
一
般
的
に
は
孔
子

祭
と
呼
ば
れ
て
い
る
こ
の
行
事

は
、
岩
村
藩
主
松
平 
乗  
紀 
が
文
武

の
り 
た
だ

所
を
設
置
し
て
か
ら
明
治
維
新

後
、
廃
校
に
な
る
ま
で
続
け
ら
れ

た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
現
在
の

孔
子
祭
は
、
昭
和　

年
に
岩
村
城

６０

築
城
８
０
０
年
を
記
念
し
て
復
活

し
た
も
の
で
す
。

　

城
跡
や
町
並
み
散
策
も
兼
ね
て

ぜ
ひ
、
お
出
掛
け
く
だ
さ
い
。

【
釈
奠
の
儀
】

□
と
き　

４
月　

日�
午
前　

時

１２

１０

―　

時
１１

□
と
こ
ろ　

知
新
館
正
門
前
（
岩

村
城
藩
主
邸
跡
）

□
参
加
費　

無
料
（
一
緒
に
礼
拝

し
て
い
た
だ
け
ま
す
）

【
記
念
講
演
会
】

□
と
き　

４
月　

日�
午
後
１
時

１２

半
―
３
時
半

□
と
こ
ろ　

岩
村
公
民
館

□
演
題　
「
文
化
風
土
と
し
て
の

儒
教
―
岩
村
知
新
館
の
先
見
」

□
講
師　

近
藤
正
則
岐
阜
女
子
大

学
教
授

□
参
加
費　

無
料

□
定
員　
　

人
５０

□
問
い
合
わ
せ　

文
化
課�
４
３

―
２
１
１
２
（
内
線
２
１
７
）
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中
山
道
ひ
し
屋
資
料
館

節
句
の
土
人
形
を
展
示

孔
子
を
ま
つ
る
伝
統
行
事

知
新
館
で
釈
奠
の
儀

せ   
き   
て  
ん

▲飾られているひな人形
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　　恵那文化センター　�２５-５１２１
　　http://bcenter.city.ena.gifu.jp�������	
���

主催（連絡先）入場料時間会場催し物とき

パソコンよろず相談会
樋田�０９０-２６１８-８５０１
http://www.support.enat.
jp

無料１３:００～１７:００視聴覚室パソコンよろず相談会

 ５日�、
 １２ 日�、
 １９ 日�、
 ２６ 日�

東濃歌謡一座
秦佐千代
�０５７３-６５-１３２３

協力金１０００円９:３０～大ホール東濃歌謡一座
演歌の響宴 ６日�

ＮＰＯ法人恵那シルク
の会事務局
林�２６-０２１５

 無料１２日９:００～１７:００
１３日９:００～１６:００展示室

「恵那手織り部会」展示会
（８人の会員が、手機で織り
草木で染めた作品の数々を展
示し、実演も行います）

 １２ 日�～
 １３ 日� 

石田恭子
�２６-１３１６無料１２日９:００～１７:００

１３日９:００～１６:３０集会室パッチワークキルト展
１２ 日�～
 １３ 日� 

来年の４月７日�から５月６日�に文化センターの大ホール、集会室、展示室の使用を希望される方は、４月１日�
午前９時から抽選を行います。詳細は文化センターへお問い合わせください。
【文化センター４月の休館日】７日�・１４日�・２１日�・２８日�・３０�

　　明智かえでホール　�５４-３９９１　
　　文化課　�４３-２１１２（内線２１０）�������	
���

主催（連絡先）入場料時間会場催し物とき

文化課�４３-２１１２無料９:００～１７:００練習室ピアノ・電子オルガン無料開放
 １２日�

�������	
��������������������� !"#$%&'��(")*�+,-.$/
��������	
�

【かえでホール４月の休館日】７日�・１４日�・２１日�・２８日�

◎催しの予定は変更になる場合がありますので、詳細は主催者へお尋ねください。
◎駐車場には限りがあります。ご来館の際は、お車の乗り合わせや公共交通機関をご利用ください。

重
要
伝
建
地
区
選
定　

周
年
記
念

１０

大
林
監
督
と
岩
村
を
語
ろ
う

　

岩
村
町
本
通
り
重
要
伝
統
的
建

造
物
群
保
存
地
区
の
選
定　

周
年

１０

を
記
念
し
、
木
造
住
宅
の
耐
震
性

能
に
詳
し
い
金
沢
工
業
大
学
教
授

の
後
藤
正
美
氏
、
映
画
監
督
の
大

林
宣
彦
氏
を
ゲ
ス
ト
に
迎
え
、
町

並
み
の
良
さ
を
再
発
見
す
る
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催
し
ま
す
。
当
日

は
、
明
知
鉄
道
の
記
念
切
符
販
売

も
行
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
、
お
越

し
く
だ
さ
い
。

□
と
き　

４
月　

日�
午
後
２
時

１３

―
５
時

□
と
こ
ろ　

岩
村
公
民
館

□
定
員　

３
０
０
人
（
防
災
保
存

食
を
配
布
）

□
参
加
費　

無
料

□
問
い
合
わ
せ　

文
化
課�
４
３

―
２
１
１
２
（
内
線
２
１
５
）

　
「
伝
統
文
化
と
味
が
奏
で
る
恵

那
の
こ
こ
ろ
と
夢
・
未
来
」を
テ
ー

マ
に
、
市
文
化
振
興
会
の
統
合
１

周
年
を
記
念
し
て
行
わ
れ
た
こ
の

大
会
は
、
市
内　

の
保
存
団
体
に

１４

よ
る
伝
統
芸
能
と
、
市
内
名
士
の

方
に
よ
る
お
目
見
得
だ
ん
ま
り
が

上
演
さ
れ
ま
し
た
。
当
日
は
延
べ

１
１
０
０
人
の
観
客
が
詰
め
掛

け
、
日
ご
ろ
の
練
習
の
成
果
を
存

分
に
発
揮
し
た
熱
演
に
、
大
き
な

拍
手
と
声
援
が
送
ら
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
市
内
６
つ
の
出
展
者
に
よ

る
観
光
物
産
展
も
催
さ
れ
、
地
域

の
伝
統
食
や
特
産
物
販
売
を
通
し

て
食
文
化
を
紹
介
し
ま
し
た
。
こ

の
ほ
か
恵
那
市
文
化
刊
行
物
・
広

重
美
術
館
刊
行
物
の
展
示
販
売
や

浮
世
絵
版
画
重
ね
ず
り
体
験
、
大

井
文
楽
人
形
展
示
、
歌
舞
伎
役
者

メ
イ
ク
体
験
（
小
学
生
３
人
）、
華

道
展
や
呈
茶
コ
ー
ナ
ー
も
あ
り
、

来
場
者
は
「
伝
統
文
化
と
味
が
奏

で
る
恵
那
の
こ
こ
ろ
」
に
触
れ
、

魅
力
あ
ふ
れ
る
恵
那
の
一
端
を
満

喫
し
ま
し
た
。

※
こ
の
大
会
は
岐
阜
県
ひ
だ
・
み
の
じ
ま
ん
振

興
基
金
の
助
成
を
受
け
実
施
さ
れ
ま
し
た

�����������
市市市市市市市市市市
文文文文文文文文文文
化化化化化化化化化化
振振振振振振振振振振
興興興興興興興興興興
会会会会会会会会会会
統統統統統統統統統統
合合合合合合合合合合
１１１１１１１１１１
周周周周周周周周周周
年年年年年年年年年年
記記記記記記記記記記
念念念念念念念念念念

市
文
化
振
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統
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記
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恵
那
市
伝
統
芸
能
大
会

▲岩村町少年少女雅楽クラブによる演奏


